
令和７年度 　日野市立 日野第二中学校 経営重点計画　 令和８年３月公表

★重点計画の概要

★目指す学校像（ビジョン）

取組指標 成果指標

4 「主体的・対話的で深い学び」に関する授業改善に取り組んだ教員が８０%以上 4 生徒アンケートで、「言語活動」に関する質問項目で肯定的回答が８０％以上

3 「主体的・対話的で深い学び」に関する授業改善に取り組んだ教員が６５%以上 3 生徒アンケートで、「言語活動」に関する質問項目で肯定的回答が６５％以上

2 「主体的・対話的で深い学び」に関する授業改善に取り組んだ教員が５０%以上 2 生徒アンケートで、「言語活動」に関する質問項目で肯定的回答が５０％以上

1 「主体的・対話的で深い学び」に関する授業改善に取り組んだ教員が５０%未満 1 生徒アンケートで、「言語活動」に関する質問項目で肯定的回答が５０％未満

4 指導と評価の一体化と授業改善に取り組んだ教員が８０%以上 4 生徒アンケートで、「学びに向かう姿勢」に関する質問項目で肯定的回答が８０％以上

3 指導と評価の一体化と授業改善に取り組んだ教員が６５%以上 3 生徒アンケートで、「学びに向かう姿勢」に関する質問項目で肯定的回答が６５％以上

2 指導と評価の一体化と授業改善に取り組んだ教員が５０%以上 2 生徒アンケートで、「学びに向かう姿勢」に関する質問項目で肯定的回答が５０％以上

1 指導と評価の一体化と授業改善に取り組めた教員が５０％未満 1 生徒アンケートで、「学びに向かう姿勢」に関する質問項目で肯定的回答が５０％未満

4 多様性への理解を背景に、生徒の豊かな心の醸成に取り組んだ教員が８０%以上 4 生徒アンケートで、「自尊感情」に関する質問項目で肯定的回答が８０％以上

3 多様性への理解を背景に、生徒の豊かな心の醸成に取り組んだ教員が６５%以上 3 生徒アンケートで、「自尊感情」に関する質問項目で肯定的回答が６５％以上

2 多様性への理解を背景に、生徒の豊かな心の醸成に取り組んだ教員が５０%以上 2 生徒アンケートで、「自尊感情」に関する質問項目で肯定的回答が５０％以上

1 多様性への理解を背景に、生徒の豊かな心の醸成に取り組んだ教員が５０％未満 1 生徒アンケートで、「自尊感情」に関する質問項目で肯定的回答が５０％未満

4 生徒の実態を把握し、適切な指導に取り組んだ教員が８０%以上 4 生徒・保護者アンケートで、「学校での生活のしやすさ」に関する質問項目で肯定的回答が８０％以上

3 生徒の実態を把握し、適切な指導に取り組んだ教員が６５%以上 3 生徒・保護者アンケートで、「学校での生活のしやすさ」に関する質問項目で肯定的回答が６５％以上

2 生徒の実態を把握し、適切な指導に取り組んだ教員が５０%以上 2 生徒・保護者アンケートで、「学校での生活のしやすさ」に関する質問項目で肯定的回答が５０％以上

1 生徒の実態を把握し、適切な指導に取り組んだ教員が５０％未満 1 生徒・保護者アンケートで、「学校での生活のしやすさ」に関する質問項目で肯定的回答が５０％未満

4 教育活動全般でキャリア教育に取り組んだ教員が８０%以上 4 生徒アンケートで、「将来設計」に関する質問項目で肯定的回答が８０％以上

3 教育活動全般でキャリア教育に取り組んだ教員が６５%以上 3 生徒アンケートで、「将来設計」に関する質問項目で肯定的回答が６５％以上

2 教育活動全般でキャリア教育に取り組んだ教員が５０%以上 2 生徒アンケートで、「将来設計」に関する質問項目で肯定的回答が５０％以上

1 教育活動全般でキャリア教育に取り組んだ教員が５０％未満 1 生徒アンケートで、「将来設計」に関する質問項目で肯定的回答が５０％未満

4 生徒の主体的、表現的な活動を支援できた教員が８０%以上 4 保護者アンケートで、「特別活動」に関する質問項目で肯定的回答が８０％以上

3 生徒の主体的、表現的な活動を支援できた教員が６５%以上 3 保護者アンケートで、「特別活動」に関する質問項目で肯定的回答が６５％以上

2 生徒の主体的、表現的な活動を支援できた教員が５０%以上 2 保護者アンケートで、「特別活動」に関する質問項目で肯定的回答が５０％以上

1 生徒の主体的、表現的な活動を支援できた教員が５０％未満 1 保護者アンケートで、「特別活動」に関する質問項目で肯定的回答が５０％未満

・安全で安心できる学校　・活発な学校　・切磋琢磨する学校　・変化へ対応できる学校

・授業で勝負する教師　・心の教育を推進する教師　・愛情のある対応をする教師　・連携を甚深とする教師

〇自主・自律の精神を養おう　〇思いやりのある豊かな心を育てよう　〇心身ともに健康な身体をつくろう

自己評価シート　

結果の分析と改善策

★学校の教育目標

【目指す生徒像】

【目指す学校像】　　

評価点

【目指す教師像】

学校評議員・学校運営協議会の
意見

中学校の３年間は子どもたちの「幸せの基盤」をつくる大切な時と考える。その３年間を
支える学校として昨年度より、日野市第４次学校教育基本構想に基づいた４つのプロ
ジェクト（①プロジェクト「学びの変革」　②プロジェクト「安心できる学校」　③プロジェク
ト「自身の道を拓く」　④プロジェクト「教職員の挑戦」）に取り組んできた。そのうち、今
年度は②「安心できるプロジェクト」に重点を置きながら、“「こころ育む『学びの広場』日
野二中」プロジェクト”として発展させることとした。生徒が互いに学び合う授業となるよ
う指導法の工夫改善に取り組むとともに、生徒の自己肯定感・自尊感情を高める取り
組みを充実させる。

・正しい判断ができる生徒　・自主的に行動する生徒　・思いやりの心ある生徒　・ひたむきに努力する生徒

　みんな
が当事者
として、
自ら歩む
道をつく
る

領域 中期経営目標 短期経営目標 具体的方策
評価指標・評価基準

評価点

4

・一人一台の学習用端末を活用して
の授業など、適切に行われていると
思う。
・中学生という発達段階を鑑みる
と、学習のやり方に悩む時期でもあ
ると思う。個人に合ったアドバイス
をお願いしたい。

評価に関する研究は現在進行中（2
年間の研究のうち１年）であるた
め、今後は事例を積み重ね、その
成果を共有することが不可欠であ
る。 教員が指導と評価の一体化を
実感できるよう、ICTを用いながら
具体的な手法を組織的に確立し、
教員間の指導力向上と平準化を図
る。

「主体的・対話的で深
い学び」の実践

◎「主体的・対話的で深い学び」
を実現させるため、自己の学習活
動の振り返りや意見交換、議論な
どを取り入れた指導方法を工夫す
る。

◎各教科や領域、特別活動など、
教科を横断して発揮できる資質・
能力の育成を図る。

①ユニバーサルデザインの視点に基づいた授業を実践す
る。
②意見交換や議論の場面を、学習活動の中に必ず設定す
るようにし、アウトプットの機会を確保する。
③一単位または一単元学習の最後には振り返りの時間を
つくり、生徒が自らの学びを把握できるようにする。
④校内研究では教科を横断した分科会を設置し。教科横
断的な資質・能力の育成により注視した組織づくりを行
う。
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・生徒たちが自主的に発言したり、
意見交換ができる環境だと思う。引
き続き、良いところを伸ばす指導を
お願いしたい。
・「生徒の学びの成果を可視化」に
ついて、難しいところではあると思
うが、ぜひ今後も研究を進めてほし
い。

◎人権教育及び心の教育の充実を
図り、多様性を認め合い、望まし
い人間関係を築き、自己肯定感や
自己有用感を育む。

①「考え、議論する道徳」を全学級で取り組む「全校道
徳」を実施する。
②対話と傾聴を基本にして、少しの変化も見逃さず賞賛
するなど、生徒の自尊感情・自己肯定感を高めるととも
に、予防的生活指導を実践させる。
③アンガーマネジメントの手法を取り入れる。
④「いじめ防止対応チーム」や「不登校対応チーム
（FCT)」など、喫緊の課題については組織的に対応す
る。

4 4

　みんな
の多様な
学びとし
あわせを
つくる

具体的方策の徹底により、指導改
善が着実に進んでいる。今後は、
対話や振り返りの「質の向上」と
教科横断の具体化を図る。校内研
究の成果を授業計画へ確実に反映
させるとともに、生徒の学びの成
果を可視化する手法について研究
することで、次年度のさらなる授
業改善に繋げる。

個別最適な学びの構築

◎生徒一人一人の学習における課
題を適切に把握するため、指導規
準と評価基準を明確化することで
指導と評価の一体化を図る。

◎ＩＣＴ機器を効果的に活用し、
生徒が自分に合った学びの方法を
構築できるようにする。

①学習の目標と評価基準を明確化し、生徒と共有するこ
とで指導と評価の一体化を確実にする。
②全教科を包括する探究的で深い学びに関するルーブ
リック評価を研究し、実践に生かす。
③一人一台端末を効果的に活用するとともに、生徒が目
的に応じて必要な機能を、自己選択する機会を多くす
る。
④生徒の「学び方」に対して適切な評価や助言等の声掛
けを実践し、教員が生徒の学びをファシリテートする。
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・道徳授業地区公開講座では、生徒
一人一人がよく考え、しっかりと意
見が言える良い授業だと思った。
・まずは自分を大切にしつつ、他者
をも大切にする心を育んでほしい。

人権尊重の意識と安心できる教育
環境が学校全体に定着しつつあ
る。 引き続き、対話と傾聴の基本
姿勢を継続しながら、賞賛や励ま
し等の個別に応じた支援を行い、
生徒同士が互いの良さを認め合
い、主体的に多様性を受容し合う
集団づくりを進めていく。

特別支援教育の充実

◎特別支援教育コーディネーター
を中心に校内委員会の機能を充実
させ、特別支援教育の支援に立っ
た教育の質を向上させる。

①リソースルーム、ステップ教室との連携をとり、生徒
の特性に応じた指導を実践する。
②学校行事等を中心に通常学級と特別支援学級との交流
を図るとともに、生徒の実態に応じて日常的な交流も計
画的に取り入れていく。
③校内特別支援委員会を機能させ、SCやSSWとの連携
の強化を図る。
④「ひのスタンダード」の徹底を図る。
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・特別支援教室はとても評判が良
く、年々生徒数が増えている。保護
者からも「二中は手厚い」との感想
を伺ったことがある。保護者にとっ
ても、安心して生徒を預けることが
できる学校であると、評価してい
る。

支援の効果を生徒が十分に実感す
るまでには至っていない。今後は
通常と特別級の交流の質を高め、
生徒同士が特性を相互に理解し合
える環境づくりを強化する。「ひ
のｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ」を継続しつつ、SC・
SSW等の専門的助言を指導計画へ
より反映させ、生徒一人一人に応
じた支援の充実を図る。

心の教育の充実

キャリア教育の充実

◎外部人材を活用したり、学校行
事の活性化を図ったりするなど
し、社会に貢献できる人材を育成
する。

①主体的な進路選択に生かせるよう、情報活用能力を生
かす場面を計画的に取り入れる。
②有識者を積極的に招聘し、生徒が様々なキャリア・モ
デルに触れることができるようにする。
③小学校と連携し、９年間の繋がりを重視させる。
④キャリア教育のまとめとして学習発表会を実施し、生
徒が自立的に学びの成果を発揮する機会を設定する。
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※評価指標・評価基準は、２の段階を現状としています。

・全校道徳では、パラリンピックの
選手を招聘したり、オンラインを活
用して栗山監督のお話が聞ける等、
生徒にとって貴重な経験になったこ
とと思う。
・職場体験は、地域の人や学校以外
の社会に触れる機会である。実体験
を通して、将来の進路選択に生かし
てほしい。

キャリア教育の取組が「自身の将
来」と結びついている実感が不足
していることが考えられる。有識
者との交流や学習発表会におい
て、ICTを活用しながら事前・事後
学習をさらに充実させ、生徒一人
一人が自身の進路選択へ具体的に
還元できる仕組みづくりを整えて
いく。

特別活動の充実

◎学級活動や生徒会等を通して、
一人一人の個性の伸長を図り、集
団の一員としての自覚と望ましい
集団活動における実践力を養う。
◎学校行事等における体験活動を
通して、自発的に行動する態度を
養うとともに、集団の一員として
の自覚をもたせる。

①キャリア・パスポートを活用し、生徒が自分自身の変
容や成長を自己評価する機会を確保する。
②学校行事等においては、担当教員が学級や学年集団を
意図的に価値付けることで、学級・学年の絆づくりの取
組を促進させる。
③不登校対応巡回教員を活用しながら、校内別室を基本
的には毎日開設し、効果的な運用を図る。
④いじめなどの問題に関しては、生徒同士が話し合う機
会を設け、自治の精神の育成を図る。
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・体育祭や合唱祭など、ぞれぞれの
実行委員を中心に、生徒たちの素晴
らしい成長が見られた。登校支援教
室も、徐々に利用する生徒数が増
え、充実していくと期待している。
・学校の外で何をしたか、ボラン
ティアなども大事だと思う。

生徒の帰属意識と安心感の向上を
図ることができた。今後は、教員
による価値付けを土台としつつ、
生徒が課題発見から解決までを主
導する場面を増やすことで、自治
の精神をさらに高め、実践的な集
団行動力を深化させる。 また、
キャリア・パスポートの活用によ
りさらなる意欲向上を図る。


